
災
害
発
生
か
ら
２
年
が
経

過
し
ま
し
た
が
、
避
難
所
の

開
設
・
運
営
に
は
じ
ま
り
、

罹
災
証
明
の
発
行
や
仮
設
住

宅
の
建
設
な
ど
、
住
民
の
暮

ら
し
の
基
盤
づ
く
り
は
刻
々

と
変
化
す
る
課
題
へ
の
対
応

と
合
わ
せ
た
敏
速
性
が
求
め

ら
れ
ま
し
た
。
被
災
し
た
自

治
体
へ
は
応
援
の
た
め
の
職

員
派
遣
も
行
わ
れ
ま
し
た
が
、

そ
こ
に
は
膨
大
な
業
務
量
や

難
題
に
挑
む
職
員
の
奮
闘
ぶ

り
と
あ
わ
せ
て
課
題
も
見
え

て
き
ま
し
た
。

（
以
下
・
派
遣
職
員
へ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
か
ら
一
部
抜
粋
）

【
支
援
業
務
の
内
容
】

○
災
害
復
旧
工
事
。

○
国
か
ら
災
害
査
定
を
受
け

た
工
事
の
発
注
・
現
場
監
督
。

修
繕
工
事
な
ど
。

○
災
害
査
定
に
関
す
る
業
務
。

被
災
箇
所
の
現
地
踏
査
、
泥

か
き
、
清
掃
、
被
災
箇
所
の

写
真
撮
影
、
測
量
な
ど
の
現

地
作
業
後
に
、
事
務
所
で
設

計
書
作
成
等
の
事
務
作
業
。

【
支
援
業
務
の
課
題
】

○
支
援
期
間
を
終
え
て
も
ま

だ
多
く
の
復
旧
工
事
が
残
っ

て
お
り
、
被
災
自
治
体
の
職

員
は
と
て
も
大
変
と
思
う
。

○
災
害
査
定
は
発
災
か
ら
一

定
期
間
内
に
受
け
る
必
要
が

あ
り
、
一
件
の
査
定
が
終
わ

れ
ば
次
の
査
定
の
準
備
に
取

り
掛
か
る
と
い
う
流
れ
が
派

遣
期
間
中
続
い
た
。

○
災
害
復
旧
へ
業
務
を
進
め

て
い
る
が
、
被
災
箇
所
が
多

く
、
施
行
業
者
等
が
不
足
し

て
お
り
、
思
い
通
り
に
進
ん

で
い
な
い
の
が
現
状
。

【
人
員
体
制
】

○
派
遣
職
員
・
任
期
付
職
員

で
業
務
を
行
っ
て
い
る
。

○
発
災
か
ら

10月
ま
で
の
間
、

現
地
職
員
の
方
は
と
に
か
く

人
手
不
足
で
大
変
な
苦
労
を

さ
れ
て
い
た
。
発
災
後
は
仕

事
が
山
積
で
、
と
に
か
く
人

手
が
必
要
と
私
も
現
地
で
す

ぐ
実
感
し
た
。

○
時
間
外
勤
務
を
減
ら
す
と

り
く
み
を
積
極
的
に
行
い
、

皆
で
協
力
し
時
間
内
に
仕
事

が
終
わ
る
よ
う
努
め
て
い
た
。

【
派
遣
さ
れ
て
の
感
想
】

○
西
日
本
豪
雨
災
害
は
想
像

以
上
に
広
範
囲
の
甚
大
な
被

害
だ
と
災
害
直
後
の
給
水
支

援
で
目
の
当
た
り
に
し
た
。

○
３
カ
月
と
い
う
短
い
期
間

で
し
た
が
、
被
災
地
の
復
興

に
貢
献
で
き
て
よ
か
っ
た
と

思
う
。
自
分
に
と
っ
て
も
良

い
経
験
に
な
っ
た
。

○
他
自
治
体
の
方
と
仕
事
が

で
き
、
情
報
交
換
で
き
た
の

は
非
常
に
有
意
義
だ
っ
た
。

ま
た
西
予
市
役
所
や
関
東
か

ら
の
派
遣
職
員
と
も
親
し
く

な
り
、
今
で
も
交
流
が
続
く

の
は
本
当
に
う
れ
し
く
思
う
。

全
国
各
地
で
災
害
が
多
発

し
て
い
ま
す
が
、
住
民
の
い

の
ち
と
く
ら
し
を
守
る
た
め

に
必
要
な
人
員
の
確
保
を
求

め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

女
性
部
は
７
月
４
日
「
幹

事
会
」
を
開
催
し
６
単
組
６

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
約
４

カ
月
ぶ
り
の
幹
事
会
で
し
た

が
、
大
雨
警
報
対
応
で
参
加

で
き
な
か
っ
た
人
も
あ
り
ま

し
た
。
最
初
に
高
尾
委
員
長

か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
に
関
す

る
県
内
市
町
の
対
応
や
医
療

職
場
の
状
況
な
ど
、
あ
い
さ

つ
。
単
組
報
告
で
は
【
新
居

浜
】
新
採
歓
迎
イ
ベ
ン
ト
が

中
止
と
な
っ
た
が
、
保
育
士
、

保
健
師
な
ど
の
加
入
は
進
ん

で
い
る
。
毎
年
実
施
の
婦
人

部
年
代
別
懇
談
会
を
７
～
８

月
末
に
か
け
て
行
う
予
定
。

【
伊
予
】
新
採
歓
迎
会
は
中

止
に
な
っ
た
が
文
房
具
を
入

れ
た
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
贈
っ
て

呼
び
か
け
た
の
が
好
評
、
加

入
状
況
は
例
年
並
に
進
ん
だ
。

【
久
万
高
原
】
新
採
歓
迎
会
、

勧
誘
な
ど
で
き
て
い
な
い
。

若
い
人
に
関
心
寄
せ
て
も
ら

え
る
自
治
労
連
に
し
た
い
と

思
案
中
。
【
松
山
】
給
食
調

理
場
は
１
日
４
回
、
場
内
・

事
務
所
な
ど
を
拭
き
掃
除
し

て
い
る
。
感
染
防
止
の
た
め

先
生
だ
け
が
配
膳
し
、
残
菜

の
分
別
な
く
返
っ
て
く
る
の

で
調
理
員
の
仕
事
は
増
え
て

い
る
が
増
員
も
な
い
。
１
人

熱
中
症
で
倒
れ
た
。
【
今
治
】

６
月

23日
か
ら
新
採
職
員
を

訪
ね
て
説
明
会
、
加
入
が
続

い
て
い
る
。
女
性
部
は
７
月

２
日
に
書
面
で
総
会
開
催
。

こ
の
ほ
か
毎
月

11日
「
フ
ラ

ワ
ー
デ
モ
」
の
紹
介
、
「
ジ
ェ

ン
ダ
ー
４
署
名
」
な
ど
と
り

く
み
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

６
月

24日
、
県
自
治
体
問

題
研
究
所
の
定
期
総
会
・
研

究
例
会
が
開
催
さ
れ

20人
が

参
加
。
研
究
例
会
は
「
内
子

町
の
公
共
交
通
の
現
状
と
課

題
」
を
テ
ー
マ
に
研
究
所
事

務
局
長
の
前
野
良
二
さ
ん

（
元
県
本
部
書
記
長
・
内
子

町
職
員
）
が
講
演
。
内
子
町

で
も
過
疎
・
高
齢
化
と
と
も

に
「
買
物
難
民
」
な
ど
、

『
車
を
運
転
で
き
な
い
高
齢

者
の
地
域
交
通
の
課
題
』
が

あ
り
、
基
幹
１
路
線
の
町
営

バ
ス
と

19路
線
の
デ
マ
ン
ド

バ
ス
を
導
入
し
て
「
住
民
の

足
＝
交
通
権
＝
基
本
的
人
権
」

を
確
保
し
て
い
る
と
報
告
。

デ
マ
ン
ド
バ
ス
運
行
を
町
内

タ
ク
シ
ー
会
社
に
委
託
し
、

週
１
～
２
回
、
各
路
線
は
最

大
朝
昼
晩
の
３
往
復
運
行
、

デ
マ
ン
ド
バ
ス
で
農
産
物
コ

ン
テ
ナ
も
一
緒
に
運
べ
る
シ

ス
テ
ム
な
ど
有
効
活
用
し
て

い
る
こ
と
な
ど
を
説
明
。
課

題
と
し
て
、
過
疎
化
と
高
齢

化
が
進
む
も
と
で
の
赤
字
運

行
、
民
間
事
業
者
が
撤
退
で

き
る
規
制
緩
和
の
流
れ
を
ど

こ
で
押
し
と
ど
め
る
か
、
な

ど
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。
参
加

者
か
ら
質
問
と
あ
わ
せ
、
四

国
中
央
市
・
久
万
高
原
町
・

松
山
市
の
地
域
の
交
通
の
課

題
な
ど
地
域
の
実
状
も
出
さ

れ
ま
し
た
。
前
野
さ
ん
と
一

緒
に
参
加
し
た
内
子
町
職
員

の
兵
頭
さ
ん
か
ら
「
こ
の

19

路
線
は
完
成
形
だ
が
、
バ
ス

需
給
状
況
が
変
わ
り
見
直
し

は
必
要
。
利
用
の
少
な
い
路

線
も
あ
る
が
、
利
用
者
の
掘

り
起
こ
し
が
課
題
」
と
の
発

言
が
印
象
的
で
し
た
。

（１） 第５２２号

自 治 労 連 愛 媛 ２０２０年 ７月２０日

第 ５２２ 号

日 程

【７月】

18 県本部第79回定期大会・

（共済会館）

県本部自治研推進委員会

19 県本部青年部定期大会

女性部全国代表者会議

（大阪）

原水禁四国大会（徳島）

21 宇和島市職執行委員会

29 西条市職労定期大会

津島吉田病院局労組執行

委員会

全労連第30回定期大会

（web会議～30）

【８月】

２ 原水爆禁止世界大会

（web、６・９日）

３ 宇和島病院労組執行委員

会

４ 新居浜市職労定期大会

７ 南予総支部定期総会

千羽鶴を海外へ送るつど

い

22 県本部拡大執行委員会

30 自治労連定期大会

（神奈川～31）

平成最悪の水害となった西日本豪雨災害から７月７日で２年となりました。県内では災害関連死含め33人が亡くなり、１人

が行方不明のまま。かんきつ園地では復旧工事が本格化し、企業等への支援も進みました。現在、九州などで大規模な豪雨災

害が発生しており、愛媛でも引き続き災害に備える必要があります。今後、新型コロナ感染症対策を踏まえた避難所の密集回

避と支援、他県からのボランティア受け入れも慎重にならざるをえない状況は、かつてない事態です。

西予市野村町乙亥会館周辺。会館も浸

水し、発災当初は災害ごみ置き場とも

なっていた。

現在、復旧復興も進み、元の状況を取

り戻しつつある。

西予市野村保育園。浸水で建て

替えとなり、元の場所は更地に。

場所を変え、新設の野村保育所

で保育を行っている。

西
日
本
豪
雨
災
害
の
復
旧
復
興
へ
、
県
内
自
治
体
か
ら
被
災
自

治
体
へ
支
援
に
行
き
、
尽
力
さ
れ
た
職
員
の
み
な
さ
ん
が
感
じ
た

「
状
況
・
課
題
・
感
想
」
を
伺
い
ま
し
た
（
下
記
）
。

ま
た
愛
媛
労
連
は
７
月

12

日
、
豪
雨
被
害
を
受
け
た
地
域
の
う

ち
、
特
に
被
害
の
大
き
い
熊
本
に
向
け
、
愛
媛
県
商
工
団
体
連
合

会
・
津
島
吉
田
病
院
局
労
組
か
ら
の
緊
急
支
援
物
資
も
あ
わ
せ
て

熊
本
県
労
連
へ
届
け
ま
し
た
。

愛媛労連が熊本県労連へ支援物資届ける



西
予
市
職
労
は
６
月

25日

「
定
期
大
会
」
を
書
面
決
議

で
行
い
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防

止
の
観
点
か
ら
「
書
面
決
議
」

と
し
、

22日
に
全
組
合
員
へ

大
会
資
料
を
配
布
。

25日
ま

で
を
意
見
集
約
期
間
と
し
て
、

各
職
場
か
ら
選
出
さ
れ
た
代

議
員
が
表
決
し
、
全
議
案
が

承
認
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

新
委
員
長
と
な
っ
た
柿
原
稔

広
委
員
長
は
、
運
動
方
針
に

触
れ
「
組
合
活
動
の
３
つ
の

原
点
『
要
求
活
動
』
『
職
場

づ
く
り
』
『
仲
間
づ
く
り
』

を
大
切
に
、
み
ん
な
の
チ
カ

ラ
で
要
求
前
進
・
職
場
改
善

を
め
ざ
し
、
全
職
員
一
丸
と

な
り
災
害
か
ら
の
復
旧
復
興

を
。
新
し
い
生
活
様
式
の
実

践
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

か
ら
身
を
守
ろ
う
」
と
決
意

を
表
明
。
７
月
３
日
に
は
市

長
と
会
い
、
新
旧
役
員
あ
い

さ
つ
を
行
い
ま
し
た
。

コ
コ
ロ
ユ
ニ
オ
ン
（
内
子

社
協
労
組
）
は
６
月

30

日

「
定
期
大
会
」
を
書
面
開
催

し
ま
し
た
。
各
園
の
役
員
が
、

議
案
書
と
書
面
決
議
用
紙
を

職
場
の
組
合
員
に
事
前
配
布

し
、
定
期
大
会
の
開
催
方
法

な
ど
を
説
明
。

30日
役
員
が

集
ま
り
意
見
集
約
を
し
、

「
経
過
・
方
針
・
新
役
員
」

な
ど
、
全
会
一
致
で
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
結
果
は
後
日
組

合
ニ
ュ
ー
ス
で
伝
え
ま
し
た
。

福
嶋
新
委
員
長
か
ら
「
よ
り

良
い
職
場
環
境
や
待
遇
を
め

ざ
し
、
役
員
一
同
精
一
杯
が

ん
ば
り
ま
す
」
と
決
意
表
明

が
あ
り
ま
し
た
。
７
月
下
旬

に
、
新
役
員
で
執
行
委
員
会

を
行
い
今
後
の
方
針
を
協
議

予
定
で
、
今
年
度
も
『
組
合

員
の
声
』
に
も
と
づ
い
た
、

職
場
環
境
・
待
遇
改
善
（
人

員
確
保
、
賃
金
、
時
間
外
労

働
な
ど
）
に
向
け
た
活
動
を

行
い
ま
す
。

大
洲
市
職
は
６
月

24日
、

執
行
委
員
会
を
開
催
し
７
人

が
参
加
。
職
場
の
状
況
や
４

月
か
ら
の
会
計
年
度
任
用
職

員
制
度
に
つ
い
て
意
見
を
出

し
合
い
、
夏
季
要
求
書
へ
反

映
し
提
出
す
る
こ
と
を
確
認
。

参
加
者
か
ら
「
会
計
年
度
職

員
に
も
業
務
に
必
要
な
資
格

取
得
の
費
用
補
助
を
」
「
会

計
年
度
職
員
の
退
職
手
当
は
、

こ
れ
ま
で
嘱
託
職
員
と
し
て

勤
め
て
き
た
期
間
も
含
め
て

算
定
し
支
給
を
」
「
会
計
年

度
任
用
職
員
へ
の
制
度
移
行

が
待
遇
改
善
に
つ
な
が
っ
た

の
か
疑
問
。
同
一
労
働
同
一

賃
金
の
観
点
か
ら
も
さ
ら
な

る
待
遇
改
善
を
」
「
次
年
度

任
用
さ
れ
な
い
か
も
と
い
う

不
安
が
付
き
ま
と
う
」
な
ど

の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

次
回
執
行
委
員
会
で
要
求
書

を
作
成
し
、
８
月
中
の
交
渉

を
め
ざ
し
要
求
書
を
提
出
す

る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

非
正
規
公
務
公
共
評
は
６

月

20日
「
幹
事
会
」
を
開
催

し
５
人
が
参
加
。
６
月
８
日

県
本
部
統
一
要
求
書
提
出
し
、

職
場
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
防
止
対
策
や
職
員
の
健
康

管
理
等
を
確
認
し
た
こ
と
を

報
告
。
毎
年
開
催
の
「
県
非

正
規
学
習
交
流
集
会
」
を
今

年
は

10月
開
催
（
予
定
）
や

来
年
２
月
「
全
国
非
正
規
公

共
評
学
習
交
流
集
会
㏌
愛
媛
」

へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
る
こ

と
を
確
認
。
参
加
者
か
ら
会

計
年
度
職
員
制
度
に
関
わ
っ

て
「
一
律
７
時
間
パ
ー
ト
に

変
更
」
「
賃
金
面
で
は
一
時

金
支
給
の
代
わ
り
に
月
額
を

下
げ
年
収
ベ
ー
ス
で
収
入
維

持
す
る
な
ど
、
『
待
遇
改
善
』

に
つ
な
が
っ
た
の
か
疑
問
。

今
後
も
待
遇
改
善
に
向
け
要

求
・
交
渉
す
る
」
な
ど
の
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

県
本
部
現
業
評
議
会
は
６

月

20日
「
幹
事
会
」
を
開
催

し
４
単
組
５
人
が
参
加
。
ミ

ニ
学
習
と
し
て
「
今
年
の
人

事
院
勧
告
の
動
き
」
「
公
務

員
定
年
延
長
の
動
き
」
を
県

本
部
役
員
が
報
告
。
続
い
て
、

職
場
の
コ
ロ
ナ
影
響
と
対
応
、

学
校
給
食
調
理
場
統
合
な
ど

に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。
単
組
活
動
の
報
告

を
行
い
、
状
況
交
流
。
今
後

の
と
り
く
み
と
し
て
、
①
コ

ロ
ナ
対
策
で
感
じ
た
職
場
課

題
を
夏
季
～
秋
季
年
末
の
要

求
に
す
る
、
②
会
計
年
度
任

用
職
員
の
実
状
と
職
場
の
声

を
要
求
に
す
る
、
③
今
後
の

課
題
と
し
て
「
集
中
で
は
な

く
分
散
」
「
委
託
で
は
な
く

行
政
の
直
接
責
任
＝
直
営
」

の
声
を
上
げ
る
こ
と
な
ど
を

話
し
あ
い
ま
し
た
。

県
本
部
青
年
部
は
６
月

27

日
「
幹
事
会
」
を
開
催
し
５

単
組
９
人
が
参
加
。
３
月
予

定
の
幹
事
会
を
延
期
し
た
た

め
、
久
し
ぶ
り
に
顔
を
あ
わ

せ
る
仲
間
や
初
め
て
幹
事
会

に
参
加
の
人
も
あ
り
、
自
己

紹
介
も
か
ね
て
の
単
組
報
告

で
新
型
コ
ロ
ナ
対
応
や
新
採

組
合
加
入
な
ど
を
交
流
。

『
６
月

27～

28日
青
プ
ロ
四

国
』
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ

ン
ト
が
中
止
・
延
期
と
な
り

ま
し
た
が
、
県
の
感
染
縮
小

期
へ
の
移
行
判
断
を
受
け
、

今
後
の
活
動
に
つ
い
て
相
談
。

ま
ず
７
月

19日
青
年
部
定
期

大
会
は
規
模
縮
小
し
て
行
う

こ
と
を
決
め
、
次
期
役
員
・

全
国
役
員
に
つ
い
て
相
談
。

「
何
も
わ
か
ら
な
い
で
す
が
」

と
言
い
な
が
ら
、
西
条
市
職

労
の
坂
東
さ
ん
が
青
年
部
長

に
立
候
補
を
表
明
す
る
と

「
み
ん
な
で
支
え
よ
う
」
と

拍
手
が
起
こ
り
ま
し
た
。
今

後
の
活
動
で
は
、
単
組
で
楽

し
か
っ
た
企
画
の
持
ち
込
み

な
ど
、
新
企
画
含
め
、
青
年

部
と
し
て
始
動
し
ま
す
。

■
梅
雨
に
は
い
り
、
庭
の
家

庭
菜
園
も
勢
い
が
出
て
き
ま

し
た
。
キ
ュ
ウ
リ
と
ナ
ス
は

最
初
の
収
穫
を
行
い
、
お
い

し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
西
条
・
中
島
）

■
あ
じ
さ
い
が
い
つ
も
と
変

わ
ら
ず
き
れ
い
に
咲
い
て
い

ま
し
た
。
み
ん
な
で
笑
い
な

が
ら
見
ら
れ
る
日
は
必
ず
来

ま
す
。
そ
の
日
が
意
外
に
早

い
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

（
松
山
・
貝
崎
）

■
先
月
号
の
パ
ズ
ル
を
解
い

て
い
て
、
久
万
高
原
町
の
天

空
の
郷
さ
ん
さ
ん
の
話
で
お

昼
休
み
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
！
私
は
初
め
て
知
っ
た
の

で
、
今
度
遊
び
に
行
っ
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

（
新
居
浜
・
筒
井
）

■
マ
ス
ク
着
用
で
今
春
か
ら

口
紅
購
入
す
る
機
会
は
い
ず

こ
へ
。
で
も
ア
イ
シ
ャ
ド
ウ
、

マ
ス
カ
ラ
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
が
増
え
ま
し
た
。
新
し
い

生
活
様
式
の
中
、
購
入
す
る

も
の
も
今
ま
で
と
変
わ
り
、

考
え
さ
せ
ら
れ
る
毎
日
で
す
。

（
新
居
浜
・
西
原
）

■
久
し
ぶ
り
の
パ
ズ
ル
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
お
か
げ
か
ど

う
か
、
車
の
ガ
ソ
リ
ン
が
減

り
ま
せ
ん
、
無
駄
使
い
が
な

く
な
り
ま
し
た
。

（
周
桑
病
院
・
大
西
）

■
先
日
祖
父
が
亡
く
な
り
ま

し
た
。

89歳
で
し
た
。
祖
父

が
『
人
間
死
ぬ
ま
で
勉
強
』

と
よ
く
言
っ
て
い
た
の
を
ふ

と
思
い
出
し
。
偶
然
、
今
年

資
格
取
得
に
向
け
て
勉
強
を

し
て
い
ま
し
た
が
、
何
か
の

縁
な
の
か
…
素
敵
な
結
果
を

祖
父
に
伝
え
ら
れ
た
ら
い
い

な
と
思
い
ま
す
。

（
伊
予
・
篠
原
）

自 治 労 連 愛 媛

（２）第５２２号

２０２０年 ７月２０日

■
５
２
０
号
の
パ
ズ
ル
の
答

え
は
「
カ
ン
コ
ン
ソ
ウ
サ
イ
」

（
冠
婚
葬
祭
）
で
し
た
。
正

解
は

11通
で
し
た
。
正
解
者

の
な
か
か
ら
５
人
の
方
に
図

書
カ
ー
ド
を
進
呈
い
た
し
ま

す
。
（
敬
称
略
）

竹
本
明
人
（
西

予
）

河
野
佑
亮
（
宇
和
島
病
院
）

十
亀
真
由
美
（
新
居
浜
文
体
）

近
藤
敬
彦
（
新
居
浜
文
体
）

大
西
京
子
（
周
桑
病
院
）

【
応
募
方
法
】
パ
ズ
ル
の
解

答
、
氏
名
、
住
所
、
単
組
名

を
忘
れ
ず
に
。
ま
た
、
余
白

に
紙
面
の
感
想
、
職
場
や
家

庭
で
の
出
来
事
な
ど
を
お
書

き
く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
な

か
か
ら
５
人
の
方
に
図
書
カ
ー

ド
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

【
送
り
先
】
自
治
労
連
愛
媛

県
本
部
パ
ズ
ル
係
〒
７
９

０
‐
０
０
０
３
松
山
市
三

番
町
８
丁
目

10‐
２
（
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
メ
ー
ル
も
可
１
面
題

字
下
に
記
載
）

【
締
切
り
】
８
月

27日
【
発

表
】
５
２
４
号
（
９
月
号
）

出題者 堀川孝行

【ヨコのカギ】

①高野山真言宗の総本山

④レイアウト。印刷物の紙面を作ること

⑦塩漬けを煙でいぶし、乾燥させた食品

⑧♪ハイスクール○○○○

♪聖母たちの○○○○

⑨力いっぱい走ること

【タテのカギ】

①恋するあまりの悩み、恋のやまい

②非常に欲張りで強情なこと

③火○○、ま○○、ね○○、かさ○○

⑤生活圏・通勤圏など、くくられた内部の

地域

⑥天命を全うし安らかに死ぬことを

「○○○○じょう」

マ
ス
目
を
埋
め
、
二
重
枠
の
７
文
字
で
、

小
学
生
の
夏
休
み
に
は
…
に
し
て
下
さ
い
。

お
た
よ
り

あ
り
が
と
う


